第１話　イザナキとイザナミの日本国創設
　
天地ができて、五柱（神は柱で数を現す）の神が生まれた。

これらの神は独神（ひとりがみ:男女の性がない中性な神）で、すぐに身を隠した。
次に日本国が若く浮いた脂のように、クラゲのように漂っているときに七人の神が生まれた。最後の二柱の神が、イザナキ（男神）、イザナミ（女神）。
この二柱によって、日本国と八百万（やおよろず）の神々が生まれる。
「イザナキ、イザナミよ、この天の沼矛を持って、脂のように漂う国を固めて治めるのだ」
二柱の神は先に生まれた神々に命じられるままに、天の浮橋に立ってその沼矛で漂う国をかきまわすと、矛の先にしたたるしずくが重なり積もって島になった。
この島の名を、オノゴロジマ（淤能碁呂島）という。
その島に下りて、天の柱を立て、自分たちが住む家を建てた。
「イザナミよ、そなたの体はどうなっている？」
「私の体は足らないところが一つございます」
「そうか、私には余っているところが一つある。私の余っている部分で、そなたの足らないところをふさいで、国土（くに）を生もうと思うが、どうだろうか？」
「そうしましょう」
「そうとなったら、この天の柱をまわって子供を産もう。そなたは柱の右から回り、私は左から回ろう」
大きな天の柱を回って再び出会う二人の神。

「あなたはなんて素敵な男性なんでしょう」
「そなたはなんてかわいらしい女性なんだろう」
言葉をかけ終わった後に、イザナキは首をかしげて
「女性から先に言葉をかけるのはよくないのではないだろうか…」
…………………

「おぎゃぁ！！」
　

「おぉ、生まれたか、イザナミよ。おー、どれどれ元気な子が…。やや、なんだこの子は！」
「ど、どうされました、あなた」
「この子には骨がないぞ。まるでヒルコ（水蛭子）のようだ。こんな子は葦で作った舟で川に流してしまえ」
「どうして、こんなことに…」

「イザナミよ、すんだことは気にしても仕方ない。もう一度、子供を作ってみよう」

「ええ、あなた」
　…しかし、二人目の子供も子供と呼べないものだった。
　その子供の名は淡島と言った。
「どうして、二人の子供はダメだったのか、天にいる神々に聞いてみよう」
「ええ、なんだか不吉ですね。そうしましょう」
　二人の相談を受けた天つ神々は、占いをしてその結果を伝えた。
「むむ、占いの結果、女性が先に言葉をかけたのがよくないようだ。今度はイザナキが最初に声をかけるのだ。さぁ、もう一度やり直すがよい」
「分かりました」
　天の柱に戻り、先ほどと同じように柱をまわり、今度はイザナキから先に、
「そなたはなんてかわいらしい女性なんだろう」
「あなたはなんて素敵な男性なんでしょう」
　このような言葉をかけた後に生まれた子供は、淡路島。次に四国。その次に隠岐の島、そして、九州を生んだ。次に壱岐の島を生み、対馬を生み、佐渡を生んだ。次に、オホヤマトトヨカキヅ（大倭豊秋津島：本州）を生んだ。
　この先に生んだ八つの島を大八島国と言った。
　この後に、児島半島を生み、小豆島を生み、次に、大島を生んだ。次に姫島を生み、五島列島を生み、男女群島を生んだ。
第２話　神々の誕生
　国を生んだ後に、イザナキとイザナミは神々を生んだ。まず、十柱の神を生み、その中の二神がさらに、八柱の神を生んだ。
　
　次に風の神、木の神、山の神、野の神を生んだ。山の神、オホヤマヅミノカミ（大山津見神）と野の神、ノヅチノカミ（野椎神）はさらに八柱の神を生んだ。
　次に、二柱の神を生み、最後にヒノカグツチノカミ（火之迦具土神）を生んだ。この火の神を生む際に、その子がまとった火によってイザナミのみほと（女陰）は焼かれ、病にふせってしまった。
　病に倒れたイザナミは、嘔吐をした。
　その嘔吐から神が生まれた。
　さらに、イザナミは糞（クソ）をした。
　その糞からも神が生まれた。
　そして、イザナミは小便をした。
　その小便からも神が生まれた。
　さらにその神から子どもが生まれた。
　イザナミは、結局、火の神を生んだときに得た病から亡くなってしまった。

　イザナキとイザナミが一緒に生んだのは、十四の島、三十五の神々になる。
第３話　火の神
「いとしいわが妻が、たった一人の子供のために死んでしまうなんて…」
　イザナキは、妻の枕元に身を投げ出し、号泣した。
　その涙からも神が生まれた。
　泣きつかれたイザナキは、妻のなきがらを広島県の比婆の地に葬った。
「なぜ、お前なんか生まれたんだ。お前の顔など見たくない。こうしてくれる！」
　バシュッ！
　イザナキはトツカノツルギ（十拳剣）を握り、生まれて間もないカグツチノカミ（迦具土神）の首をはねてしまった。

　十拳剣にしたたる迦具土神の血。
　その剣の切っ先についた血から三柱の神が生まれた。
　剣の根元にしたたる血からも神が生まれた。
　三柱目の神がタケミカヅチノヲノカミ（建御雷之男神）。
　
　さらに、剣の鍔（つば）に集まった血からも二柱の神が生まれた。
　以上の神々は、刀によって生まれた神である。
　

　殺された迦具土神の頭、胸、腹、陰（ほと）、左手、右手、左足、右足からそれぞれ神が生まれた。迦具土神を斬った刀をアメノヲバリ（天之尾羽張）と言った。
第４話　黄泉の国
　
「美しい我が妻よ。そなたと作った国は、まだ作り終えてはいない。さぁ、一緒に帰ろう」
　妻の死を嘆き悲しむあまり、今一度妻に会おうと黄泉の国を訪れたイザナキは、黄泉の国の入り口のドアを叩きながら大きな声で呼びかけた。
「あぁ、口惜しい。いとしいあなた、どうしてあなたはもっと早く来てくださらなかったのですか。私はすでに、黄泉の国の食べ物を口にしてしまいました。もう、元の国には帰れません」
「我が妻よ。そんな悲しいことは言わないで、どうか私の元に帰ってきておくれ。そなたがいないとさびしくて、この身が引き裂かれそうだ」
「…分かりました。いとしいあなたがそこまでも私のことを思ってくださるのであれば、黄泉の神と話し合ってみます。もしかしたら、私たちのことを許してくださるかもしれません。でも、私が黄泉の神と話している最中に、この黄泉の国の中に入って私の姿を決して見ないでくださいね。約束ですよ」
「分かった。早く黄泉の神と話し合って、一刻も早く国に帰ろう」
　黄泉の神と話し合うために奥に入ったイザナミ。
　
　…一時間
　…二時間
　…三時間
　一向に姿を現さない妻、イザナミ。
　徐々に不安になり、また待ち遠しく我慢ができなくなったイザナキは、妻との約束を破り、中の様子を伺おうと、髪からクシを差し抜き、そのクシの歯を一本折って、その歯に火をともし、その光を頼りに黄泉の国の中に進入し、妻を捜した。
「……どうか、私をこの黄泉の国から出させてください」
　遠くから妻の声が聞こえてくる。
　はやる気持ちを抑えきれないイザナキは、妻の声のするほうに駆け寄った。
「我が妻よ……うぉっ！　な、なんてことだ。そなたは本当に我が妻なのか！」
　妻の声を発するその姿は驚くばかり。
　
　その口にはうじ虫が集まり、声がむせびかえり、
　頭には大雷（おおいかずち）
　胸には火雷（ほのいかずち）
　腹には黒雷（くろいかずち）
　女陰には拆雷（さきいかずち）
　左手には若雷（わかいかずち）
　右手には土雷（つちいかずち）
　左足には鳴雷（なりいかずち）
　右足には伏雷（ふしいかずち）の八つの雷神がその体にまとわりつく。
　妻の恐るべきその姿にビックリ仰天したイザナキは、我を忘れて黄泉の国から逃げようとした。
「どうして、約束を破り、私のこの醜い姿を見たのですか。よくも私に恥をかかせましたね！」
　そういうと、黄泉の国の醜女（しこめ）たちに命じて、逃げる夫を追わせた。
　必死に逃げるイザナキ。
　しかし、醜女たちの足は速く、追いつかれそうになったイザナキは、髪を束ねた蔓（かずら）を取って醜女に投げつけると、それはブドウの実になった。醜女たちがブドウの実を食べている間にさらに逃げるイザナキ。それでも、ブドウの実を食べ終えた醜女たちはすぐにイザナキを追いかける。
　
　またしても追いつかれそうになったイザナキは、右側の髪からクシを抜いて投げつけると、竹の子になった。醜女が竹の子をほおばっている間に逃げ続けるイザナキ。
「ハァハァハァ、出口はまだか…」
　あせるイザナキを追う醜女たち。
　振り返ると、醜女たちだけでなく、イザナミの全身にまとわりついていた八つの雷神が黄泉の国の兵士をともなって迫ってくる姿が目に入る。
　さらにあせるイザナキ。
　絶体絶命のイザナキ。
　彼は火の神を殺した十拳剣を抜き放ち、後ろ手で振りながら逃げ続けた。
　ようやく黄泉の国と現実の国との境である、黄泉比良坂（よもつひらさか）の坂本にたどり着いた。そして、その場所になっていた桃の実を３つもぎとり、八つの雷神と兵士たちに投げつけた。
「ぎゃっ！」
　桃の実の聖なる力に驚き逃げ惑う黄泉の国の兵士たち。
「ふぅ、助かった。桃の実よ、私を今助けてくれたように、今後もこの世の人々が苦しみ悩むときに助けてくれよ」
　追っ手をまいて、一息ついていたイザナキ。
「う、うーん。ふぅ、よし、これでもう大丈夫だろう…」
　黄泉の国とこの世の境目に大きな岩を置き、行き来できないようにしたそのとき、その岩のむこう、今は黄泉の国の住人になってしまったイザナミの声が聞こえる。
　
「いとしい、あなた。どうしてこんなことをするのですか」
「そなたはもうこの世のものではないのだ。私たちはもう一緒になれない…」
「なんてことをおっしゃるのですか。早くこの岩をどかしてください！」
「ダメだ、できない」
「ええい、いまいましい！　ならば、これからあなたの国の人々を一日に千人くびり殺してくれよう！」
「いとおしい我が妻よ、そなたがそのような振る舞いをするならば、私は一日に千五百人の人を生んでいこうぞ」
こうして、一日に千人亡くなり、千五百人の人が生まれてくるようになった。
第５話　ミソギと三貴子
　
「……妻よ」
　愛した妻の驚くべき姿を見たイザナキは、疲れた体を休ませるために大きな岩に腰をかけた。
「ふぅ、汚くけがれた国に行ってしまったな。川の水で身を清めねば」
　少し休んだ後に、ミソギ（禊）をするために川に向かったイザナキは、杖を捨て、帯を捨て、袋を捨て、着ている服を脱ぎ捨て、はかまを脱ぎ捨て、身につけていた冠を投げ捨て、左右の手につけていた装飾具を捨て丸裸になった。
　（これらの身につけていた杖、帯、袋、服、はかま、冠、装飾具からそれぞれ神が生まれた）
　裸になって川に入るイザナキ。
　その体をすすぐと、けがれた体からケガレの神々が生まれた。けがれた体がきれいにすすがれると、今度はケガレナキ神々が生まれた。
　最後にイザナキは左の目を洗い、右の目を洗い、鼻を洗った。
　左目からはアマテラスオオミカミ（天照大御神）、
　右目からはツクヨミノミコト（月読命）、
　鼻からはタケハヤスサノヲノミコト（建速須佐之男命）が生まれた。
　これら三柱の貴公子の誕生をイザナキは心から喜び、首にかけていた首飾りをアマテラスに渡し、
「アマテラスよ、そなたは高天の原（たかまのはら・天界）をおさめよ。そして、ツクヨミは夜の国を、スサノオは海原をおさめるのだ」
　と三柱の神に命じた。
第６話　スサノオの号泣
　
「うぉぉぉぉぉぉぉぉーーーーーーーーーーーーーーーーーん！」
　スサノオは泣き続けた。
「一体、どうしたのだ？」
「うぉぉぉぉぉぉぉぉーーーーーーーーーーーーーーーーーん！」
「泣いてばかりいても分からないではないか。お前はどうして、私が命じた国に行きもせず、こうして泣き続けているのだ」
「うぉぉぉぉぉぉぉぉーーーーーーーーーーーーーーーーーん！」
「ええーい、騒がしい。一体どうしたというのだ！　訳を話さぬかっ！」
　イザナキの怒りの声がようやく耳に入ったのか、スサノオは父の問いに答えた。
「…お母さん」
「何？　今なんと申した？」
「お母さんに会いたい…」
「何？　何を申すか。お前を産んだのはこの私だぞ」
「いいえ、私の母はイザナミです。お母さんに会いたい！　私はお母さんに会いに、黄泉の国（根の国）に行きたい！」
「ならん。黄泉の国はケガレた国だ。決して訪ねてはならん！」
「そうおっしゃると思っておりました。お父さんに反対されると思い、私は泣いていたのです。でも、我慢できません。お願いです、お母さんに会わせてください！」
「ならんと言ったら、ならん！」
「お父さん、お願いです。行かせてください！」
「ダメだ。どうしても行くと言うのならば、この国から出て行くのだ。そして、二度と戻ってきてはならない。それでも行くというのか？」
「それでも、どうしてもお母さんに会いに行きたいのです！」
　
「分かった、だったら行くがいい。この国から出て行け！　そして、二度と帰ってくるな！」
「お父さん、ごめんなさい…」
（息子よ、お前はなんと心根の優しい子だろうか）
　スサノオが母に会いに、根の国に向かう姿を優しいまなざしで見送ったイザナキは一人、近江の国、多賀の地に座り込んだ。
「ふぅ、私はもう疲れてしまった。スサノオのことは心配だが、高天の原にはアマテラスが、夜の世界にはツクヨミがいる。私の役目は終わったようだ。我が妻、イザナミよ。今から私もそちらに参るぞ」
　イザナキを祭った多賀大社は滋賀県は犬上郡多賀町多賀にある。

第７話　スサノオとアマテラスの対面
　
　ドシーン
　ドシーン
　突然、大地が揺れ、高天の原の神々は皆驚き慌てる。
「何事です！　一体この地響きは何が原因なのですか！」
「大変です！　弟君であらせられるスサノオ様が高天の原に参ったようです！」
「なんといいましたか！　弟が来るなんて…。彼は父に海原を治めるように命じられたはずなのに。それが私の国に来るなんて。…もしかして、この高天の原を奪おうとして来たのでは？」

　スサノオの地響きを立てながらの急の訪問はアマテラスの心を疑心暗鬼にさせ、国を奪われることを恐れたアマテラスは、完全武装をしてスサノオを待ち受けた。

「弟よ、お前は何のためにこの高天の原に参ったのだ。返答次第ではただではおきませんよ」
「姉じゃ、そのものものしい格好はどうしたというのだ。もしや、私を疑っているのか？　俺はやましい気持ちなどこれっぽちもないぞ。父、イザナキにお前はなぜ泣いているのか？　と聞かれたので、母、イザナミに会いたいから泣いているのだと答えたところ、ならば出て行け！　と言われて追放させられてしまったのだ。だから、そのまま根の国に向かおうと思ったが、姉じゃに何も言わないでこの地を離れるのも忍びないから、一言そのことを伝えようと来ただけだ。決してこの国を奪うような二心はない」
「その話は本当なのですか？」
「本当だ。信じてくだされ、姉じゃ」
「では、その話が本当かどうかをお前はどうやって証明するというのですか？」
「姉じゃ、どうして姉じゃはそんなにも疑い深いんだ！　分かった。そこまでいうならば、互いに子を生み、神意を伺おう。そうすれば、俺の潔白が証明されるだろう」
第８話　スサノオとアマテラスのウケヒ
　
「では、お前の剣をこちらに」
　そう言って、スサノオが身につけた剣を受け取るアマテラス。
　バキバキバキッ！
　受け取った十拳剣（とつかつるぎ）を三つに折り、井戸水にひたし…
　バリバリバリッ！
　その折った剣を口に含んで、噛みに噛んだアマテラスは…
　

　プューーー
　噛み砕いた剣の破片を霧を吹くように吐き出した。
　粉々になった剣の破片の息吹から３柱の女神が生まれた。
「では、次は俺の番だ」
　そう言って今度はスサノオが、アマテラスから左の髪に巻いている八尺の勾玉（やさかのまがだま）を受け取り、同じように井戸水にひたし、噛み砕いて破片を吐き出して生み出した神は、マサカツアカツカチハヤヒアメノオシホミミノミコト（正勝吾勝勝速日天忍穂耳命）。
　さらに、アマテラスの右の髪の珠、みかずら（御鬘）についている珠、左右の手についている珠をそれぞれ同じように噛み砕き、吹き付けるとそれぞれ男の神々が生まれた。
「最初に生まれた女の神々は、お前の持ち物から生まれた神なので、お前の子になります。次に生まれた男の神々は、私の持ち物から生まれたのだから、私の子供になりますね」
　最初に生まれた三柱の女の神々は、福岡県の宗像郡にある宗像神社の祭神である。

　

第９話　スサノオの勝ち叫び
　
「俺にやましい心がないから、たおやかな女性の神々が生まれたのだ。どうだ、姉じゃ、謀反の気持ちなどなかっただろうが。このウケヒは俺の勝ちだ！」
　そういうと、誓いの儀式で自らの勝利に酔いしれたスサノオは、おごり高ぶり、疑われた腹いせに、アマテラスの畑を荒らし、溝を埋め、食事をする神聖な場所にクソをまき散らした。
「……」
　このような無礼なことをされながらも、ウケヒに敗れたアマテラスはスサノオのさせるがままにしていた。
「クソをするのは、酔って吐き散らしてしまったのだろう。田を荒らし、溝を埋めたのも何か理由があってだろう」
　アマテラスが注意をしないので、他の神々も何も言えず、それに調子に乗ったスサノオの無法はさらにひどくなる一方だった。
「アマテラス様、弟君のなさることはもう我慢できません！」
「なんとかしてください！」
「どうして何もおっしゃらないのですかっ！」
「このままでは高天の原は荒れ放題になってしまいます！」
　あまりの惨状に我慢ならない他の神々が姉のアマテラスに連日連夜文句を言いに来る。ついに弟への批判に耐えられなくなったアマテラスは、機を織っているときに、その織り機を折って、天の岩屋戸に隠れてしまった。
　そのとき、アマテラスが壊した機の横糸を通す道具が近くの女神のほと（陰上）に当たって死んでしまった。
第10話　天の岩屋戸
　
「ズズズゥゥ……」
　天の岩屋戸の扉を閉めたアマテラス。
「な、なんだ。どうしたんだ！」
「辺り一面真っ暗になってしまったぞ」
　
　神々が住まう高天の原（たかまのはら）だけでなく、人々の住むアシハラノナカツクニ（葦原中國）も突然闇におおわれてしまった。そして太陽のない闇に包まれた日が続いた。
　闇につつまれたのをいいことに、これ幸いとわざわいの神々が不穏な動きを始める。このままでは、わざわいの神々に国を乗っ取られてしまう。一刻も早く、アマテラスに天の岩屋戸から出てきてもらわないといけない…
　やおよろず（八百万）の神々は、あめのやすのかわら（天の安の河原）に集まり、知恵の神、オモヒカネノカミ（思金神）を中心に作戦を練った。どうすれば、アマテラスを天の岩屋戸から出すことができるか？
「そうだ！」
　名案が閃いたオモヒカネノカミは、すぐさまそのアイデアを実行に移す。
「皆の者、ありったけの長鳴鳥（ながなぎどり）を集めて鳴かせるのだ！」
「かしこまりました！」
「次に、イシトリドメノミコト（伊斯許理度売命）はヤタノカガミ（八尺鏡）を、タマノヤノミコト（玉祖命）はヤサカノマガダマ（八尺の勾珠）を作るのだ」
「おぉ！　承知いたしました」

「フトダマノミコト（布刀玉命）は、天香山（あまのかぐやま）へ行って、鹿の骨を使って占いをし、榊の木を取って、上の枝にヤサカノマガダマを、真ん中の枝にはヤタノカガミを、下の枝には木綿と麻をつるしたものを用意するのだ。」
「分かりました。それでは、さっそく榊を取りに天香山へ行って参ります」
「頼んだぞ。さぁ、皆の者急ぐのだ。早く高天の原に光を取り戻すのだ！」
　準備が整い、最後の手はずを指示するオモヒカネノカミ。
　
「フトダマノカミは榊を持ち、アメノヤノミコトはノリト（祝詞）を読むのだ。そして、アメノタヂカラヲノカミ（天手力男神）はアマテラス様がお隠れになった天の岩屋戸の脇に隠れているのだ。よし、準備はよろしいか。では、アメノウズメノミコト（天宇受売命）、頼んだぞ！」
　天の香山（あめのかぐやま）から取ってきたササの葉を持ったアメノウズメは、胸を出した状態で、神がかりにあったように一心不乱に踊りだす。
　それに合わせて、八百万（やおよろず）の神々は大いに笑った。
「あーはっはっは」
　
「いいぞー、もっと踊れや、歌えや、大いに騒ごうぞ！」
「いやぁー、はっは、愉快愉快」
　その笑い声は天の岩屋戸に隠れたアマテラスの耳にも聞こえてきた。おかしいと思ったアマテラスは天の岩屋戸を少し開け、外の様子をのぞくと、アメノウズメが踊り、神々が笑っている姿が目に映った。そこで、アメノウズメに話しかけるアメテラス。
「何やら騒がしいようですね。でも、高天の原は私がいなくなって闇につつまれているはず。どうして、お前は歌い踊り、神々は笑っているのですか？」
「あなた以上に貴い神がお出でになられたのです。だから、私たちは喜び笑っているのです」
　アメノウズメがアマテラスと話している最中に、アメノコヤネノミコトとフトダマノミコトが鏡を差し出し、アマテラスに見せると、その鏡には光り輝く神の姿が映っていた。
（本当に自分以外の日の神が現れたのかもしれない。ここから出てもっとよく見ないと…）
　自分の姿を別の貴い神だと勘違いしたアマテラスは、不安になってもっとじっくりその神を見ようとそろそろと天の岩屋戸から出てこようとした。
　アマテラスが岩屋戸から出てこようとしたそのとき、
　パシッ

　岩屋戸のそばに隠れていたアメノタヂカラヲノカミは、アマテラスの手をつかみ、一気に岩屋戸からアマテラスを引き出した。
「それっ！　今だ！」
　アマテラスが天の岩屋戸から完全に出てきたその瞬間、フトダマノミコトは、天の岩屋戸に二度と入れないようにしめ縄で封印し、アマテラスに懇願した。
「これからは二度とこの中に入らないでください。」
　アマテラスが天の岩屋戸から出てくると、辺り一面に光が戻り、明るくなった。
第11話　スサノオの追放と五穀の起源
「このような事態になったのは、お前が来たからだ！」
　光をようやく取り戻すことができた神々は、ことの発端になったスサノオに対して怒りの矛先を向ける。
「罰としてこうしてくれるっ！」
「や、やめろー」
　バサッ、バチン、バチン、バチン……
　やおよろず（八百万）の神々は、スサノオのヒゲを切り、手足の爪を抜き、贖罪の品物を課し、高天の原から追放した。
「二度と来るなっ！」
………………………
「ふー、イタタタタタ。ひどい目にあった。わしは姉じゃに会いに行っただけなのに…」
　高天の原を追放されたスサノオは、あてどもなくさまよい、いつしか空腹を覚えるようになった。
「は、腹が減った。どこかに食べものがないものか…。おぉ、あこにいるのはオオケツヒメノカミ（大気津比売神）ではないか。おぉーい、オオケツヒメ、空腹で困っているんだが、何か食べるものをいただけないだろうか？」
「あなたはスサノオではありませんか。食べものですか？　いいですよ、今用意いたしますので、ちょっとお待ちください」
　そういってオオケツヒメは、スサノオから離れて食事の準備にかかった。
「彼女は一体どこに行ったのだろう？　どれ、ちょっとのぞいてみるか」
………………………
「ややっ、あいつは一体何をしているんだ！」
　そこには、口、鼻、尻から食べものを出しているオオケツヒメの姿が。
「あいつはこんなケガレタ食べものをオレに食わそうとしているのか。おのれ、許せん。こうしてくれる！」
　怒りにかられたスサノオは、オオケツヒメのそばに駆け寄り殺してしまった。
「うぅぅ…」
　スサノオに殺されたオオケツヒメは、地面に倒れこむ。
　そして、その死体からいろいろな食物の芽が出てきた。
　
　頭はカイコに
　二つの目は稲に
　二つの耳は粟に
　鼻は小豆（あずき）に
　陰（ほと）は麦に
　尻は大豆になった。
　オオケツヒメノカミの体から生まれた五穀をカミムスヒノカミ（神産巣日神）が拾って種にした。
第12話　スサノオのヤマタノオロチ退治
　
　オオケツヒメノカミを誤解して殺害した後、スサノオは出雲の国（島根県）は斐伊川上流の鳥髪（船通山）にやってきた。
「おっ、これは…。上流には人が住んでいるようだな」
　川から箸が流れてきたのを見て、スサノオは上流に人が住んでいると思い、上流に向かうと…
「うぅぅ…。かわいそうな我が子よ」
　一人の娘を囲んで泣いている老父と老婆がいた。
「お前たちは誰だ？」
「私たちは、オオヤマツミノカミ（大山津見神←イザナキ、イザナミから生まれた神。アマテラスより先に生まれた神）の子で、アシナヅチ（足名椎）、テナヅチ（手名椎）と申します。この娘の名は、クシナダヒメ（櫛名田比売）と申します」
「どうして、お前たちは泣いているのだ？」
「私たちには本当は８人の娘がおったのです。しかし、ヤマタノオロチ（八俣の大蛇）がやってきて、毎年娘たちを一人ずつくらっていったのです。今年もまたヤマタノオロチのやってくる時期がやってきました。今年は私たちの最後の娘である、この娘を食い殺されてしまうのかと思うと悲しく、涙が止まらないのです」
「そうか。それで、そのヤマタノオロチはどんな形をしているのだ？」
「その目は赤いホオズキのようであり、身は一つですが、頭は八つ、尾っぽも八つございます。また、身にはコケやヒノキ、スギが生え、八つの谷、八つの丘にまたがっており、その腹を見ると、いつも血でただれています」
「なるほどな。それはさておき、アシナヅチよ、お前の娘、クシナダヒメをわしの嫁にくれんか？」
「えっ！　それはなんと。失礼ですが、まだあなた様のお名前も伺っておりませんが…」
「わしは、アマテラスの弟だ。たった今、天から降り立ったのだ」
「そ、そうなのですか。それならば娘を差し上げましょう。しかし、この娘はヤマタノオロチに狙われる身ですが…」
「それは大丈夫だ。わしがヤマタノオロチをやっつける。いいか、お前たちは今からわしの言う通りにするのだぞ。そうすれば、必ず娘は助かる」
「は、はい。よろしくお願いします」
　そう言って、老夫婦に指示を出す前に、嫁になったクシナダヒメの身を守るために、彼女を爪櫛に姿を変え、髪にさした。
「まずは、八回も繰り返して醸造した強い酒を造り、また、垣根を作り、その垣根に八つの門を作り、門ごとに八つの棚を置き、その棚ごとに酒を置いておくのだ」
　スサノオに言われたとおりの準備を終えた、アシナヅチ、テナヅチ夫婦は、ヤマタノオロチがやってくるのを待った。
　すると、ヤマタノオロチがすさまじい地響きを立てながらやってきた。そして、八つの門にそれぞれの頭を入れて、置かれた酒を飲み始めた！
　
　ガブガブとあたりに響き渡る豪快な音を立てながら酒を飲み続けるヤマタノオロチ。
「……グガガガァァァァ」
　酒を飲み終えたヤマタノオロチはすさまじいイビキをかきながら、眠ってしまった。
「よし、今だっ！」
　スラリとサヤから刀を抜き放ち、
「エイッ！」
　バシュッ！
「ヤッ！」
　ブシュッ！
　酒を飲んで眠っていたヤマタノオロチを切り刻むスサノオ。
　ヤマタノオロチの体から流れる血で斐伊川が赤く染まる。
「ハッ！」
　ガキッ！
　ヤマタノオロチの尻尾を切り刻んでいたときに、刀に何か固いものがぶつかり、刃がかけてしまった。
「な、何だ？　何が刀に当たったのだ」
　刀の先で、その場所をさいて見ると…
「ややっ！　この剣は一体？」
　ヤマタノオロチの尻尾から出てきたこの剣は、後にヤマトタケルが使った「クサナギノケン（草薙の剣）」である。
「これはあやしい剣だ。姉じゃに献上いたそう」
………………………
　ヤマタノオロチを無事、退治したスサノオは、この出雲の地が気に入り、ここに宮殿を造ることにした。この宮殿を造っているときに、雲が立ち上がったのを見て、スサノオは歌を詠んだ。
　八雲立つ　出雲八重垣　妻籠（ご）みに　八重垣作る　その八重垣を
　この宮殿で、妻になったクシナダヒメと新婚生活を送ったスサノオは、次々に子供を生んでいった。そして、スサノオの７世の孫が、オオクニヌシノカミ（大国主神）である。
第13話　因幡のシロウサギ
　
　スサノオの子孫、オオクニヌシノカミには、たくさんの兄弟神がいた。しかし、彼らは皆、身を引いて、オオクニヌシに国を譲った。それはなぜかというと…
　…オオクニヌシがまだオオナムヂと呼ばれていたときの出来事。
「因幡の国（鳥取県）にヤガミヒメ（八上比賣）という絶世の美女がいるそうだぞ」
「それは本当か。それはぜひ嫁にもらいたいものだ」
「お前じゃ無理だろう。わしこそヒメの夫にふさわしい」
「何を言うか、よし、それならば皆でヤガミヒメに会いに行って、彼女に誰が夫にふさわしいか決めてもらおうじゃないか」
「そうするか、おい、オオナムヂ（大穴牟遲）。今から因幡に行くから、俺たち全員の荷物を持ってついてくるんだぞ」
「は、はい」
「付き人としてつれていってやる」
「もしかしたら、ヒメがお前を夫に選ぶかもしれないぞ」
「アハハハハハ、それはないだろう」
「それもそうだな。そんなことがあったら俺たちが許しはしないがな」
「そうだ、そうだ、オオナムヂのくせにそんなことになったらただじゃぁおかないぞ」
　たくさんの兄弟たちの荷物を大きな袋に入れて、ヤガミヒメのいる因幡に向かうオオナムヂ。
　こちらは手ぶらゆえに足早にヤガミヒメのいる因幡に向かう神々。鳥取県の気高の岬を通りかかったときに、丸裸のウサギがうずくまっているのが目に入った。
「おい、あそこにいるウサギ」
「ん？　あぁ、あの丸裸になっているウサギか」
「ちょっといたずらしてやるか？」
「いいな。もっと痛い目にあわせてやろう」
　悪巧みをめぐらせながら丸裸で震えているウサギに優しげな表情で近づく神々。
「どうしたんだい」
「大丈夫か？」
「かわいそうに」
「痛いだろうに」
「う～ん、そうだなぁ、今から言うことをちゃんと行えば、痛みはなくなるぞ」
「えっ！　本当ですか？　ぜひ、その方法を教えてください！」
　ウサギのうれしそうな顔を見て、ニヤリと笑う神々にそのあまりの痛さのために気づかない丸裸のウサギ。
「それはな、まず海水を浴び、風によくあたるのだ。そうだな、風がよく吹く高い山の尾根の上に登って伏せるといいだろう」

「はい、分かりました！　さっそく試してみます。どこのどなたか存じませんが、ありがとうございます！」
　ザッパーン
　勢いよく海に飛び込むウサギ。
　「さてと、あとは風をあびればすぐによくなるぞ！　急げ、急げ」
　言われたとおり、海水を浴び、風がよく吹く山に登ったウサギの身に異変が…
「はぁ～、いい風だなぁ。早くこの痛みがなくなればいいなぁ……。ん？　イ、イタタタタタタタタターーーーーー、ウギャァァァァァ…………」
………………………
「さっきのウサギは今頃どうしているかなぁ」
「きっと悲鳴をあげてるぜ」
「バカそうなウサギだったからなぁ。俺らの言うことを真に受けて、丸裸の皮膚に海水を浴びて、風にあたるとはな！」
「痛んだ肌にさらにヒビが入ったことだろうよ、バカなウサギだ」
「ハハハハハハハハハッ」
　あまりの痛さに身をよじって泣き叫んでいるウサギ。
　そこへ兄弟の荷物を背負ったオオナムヂがやってきた。
「どうして泣いているの？」
　そこでウサギは自分の今までの境遇を話はじめた。
「僕は隠岐の島の出身なんだけど、島から本州にやって来ようとしたんだ。でも、本州に来る手立てがなくて、いろいろ考えた結果…こうしたんだ」
…………………………
「サメさん、サメさん、お願いがあるんだ」
「ん？　どうしたんだい、ウサギさん」
「ええと、今僕は、君たちサメさんと僕たちウサギのどっちの数が多いか調べているんだけど、協力してくれる？」
「いいよ。それで、どう数えるんだい？」
「もうぼくたちの数は数えてあるんだ。あとは、サメさんたちの数を数えるだけなんだけど、できればみんなを集めてこの隠岐の島から本州までずーっ並んでくれるかな？　そうしたら、僕が君たちの上を歩きながら数を数えようと思うけど、いい？」
「ＯＫ！　すぐみんなを呼んでくるよ！」
「ありがとう！」
………………………

「１・２・３…………３５６・３５７・３５８………」
（ふふふ、だまされているとは知らないで）
　
「６７１・６７２・６７３………よし、あと少しで本州だ！」
（ここからはカウントダウンだ！）
「５・４・３・２・１、ハハハ！　やぁ～い、サメさん、僕にまんまとだまされたね！」
「な、なんだと！」
「僕は本州に来たかっただけなんだ！　君たちの数を数えるなんてどうでもよかったんだ～、ハハハハハ～」
「よくもだましてくれたな。おのれ、こうしてくれる！」
「ワ、ワワワァァ……」
………………………
「もうちょっとで本州にたどりつくところで、つい口を滑らしてサメたちを欺いていることをしゃべっちゃった僕は、怒ったサメ達につかまり、皮をはがされ丸裸にされたんだ。…当然のむくいだけど」
「そうだったんだ。でも、それだけじゃぁ、あれほどの悲鳴をあげないと思うけど…」
「そうなんです。その後、丸裸になって泣いていた僕のそばに、たくさんの神々がやってきて、『海水を浴びて、風にあたれば治るよ』と教えてくれて、その通りにしたら、もっとひどくなっちゃったんです」
「（やっぱり、兄弟たちか……）…それは災難だったね。よし、私があなたの傷を治す方法を教えるよ」

「い、いいですよ…。もう痛い思いはしたくないです。僕が悪かったんです、サメをだました罰があたったんです」
「そんなことを言わないで、こうしてごらん。まず、川へ行って水で身を洗って、近くに生えている蒲の花を取って、その粉を撒き散らして、その花粉の上に寝返りをうって転がれば、君の肌はもとのようにすっかり治るよ」
「本当？　ウソじゃない？」
「本当だよ。かわいそうに。よかったら一緒に川に行くけど」
（そこまでしてくれるなんて、この話は本当かも）

…………………………
　オオナムヂと一緒に川にむかったウサギは、川の水で体を洗い、蒲の花を取ってそれをまき散らし、その上に寝返りをして転がったところ…

「治った！　もう痛くないや！」
「よかったね。それじゃあ、僕は行くよ」
「ありがとう！　あなたはとてもいい人ですね。先にいった神々はきっとヤガミヒメをお嫁さんにできないよ。こうして袋を担ぐなんていやしい仕事をしているけど、あなたがヒメをお嫁にできるよ！」
　

第14話　兄弟神の迫害
　
「私はあなた方とは結婚いたしません！　オオナムヂ様と結婚いたします！」
　ヤガミヒメの拒絶の言葉を聞き、一様に驚きを隠せないオオナムヂの兄弟神。
「なぜだ」
「どうしてまだ会ってもいないオオナムヂのことをヒメはいうのだ」
「我らを差し置いてオオナムヂだと。許せん！」
「そうだ、そうだ。オオナムヂがヒメの夫だと。そんなこと許せるはずない」
「どうしてくれよう」
「このままでは気が収まらない。…殺すか」
「殺してしまおう！」
　ヒメに振られた腹いせにオオナムヂを殺すことにした兄弟神は、伯耆国手間の山のふもとで後から来るオオナムヂを待ち受け、いつも通り命令した。
「おい、オオナムヂ。今からこの山に住む赤イノシシを我らが追い落とすから、お前はそれをふもとで待ちうけて捕らえるのだぞ」
「は、はい、分かりました」
「もしも、捕らえられなかったら、そのときはお前を殺すからな」
「は、はい」
　突然、殺すと脅され、どうして赤イノシシを捕らえなけれ

ばならないのかよく分からないうちに、命令されてしまったオオナムヂ。
「それ、いったぞ！　しっかり受け止めろよ！（これで死んでしまえ！）」
　
　兄弟神がふもとに落としたのは、赤イノシシではなく、イノシシに似た真っ赤に焼いた大石だった。
　ゴロゴロゴロ………
　

（来たっ！）
　勢いよく転がっている赤い物体をしっかと受け止めようと全身を身構えるオオナムヂ。
　バシュゥゥゥ
　真っ赤に焼けた大石を受け止めてしまったオオナムヂは焼け死んでしまった！
……………………
「オオナムヂは大丈夫だろうか…」
　普段から兄弟神に邪険にされていたオオナムヂが心配で、その後を追ってきた母親が伯耆国にたどり着くと、
「あぁ…」
　そこには無残にも焼け焦げたオオナムヂの死体が…
「かわいい我が子よ。何てことに」
　焼きただれた見るも無残な我が子の姿を見た母親は、そのまま天に上り、カミムスヒノカミに会い、息子を助けて欲しいと嘆願した。
「その願いかなえよう」
　カミムスヒノカミは、キサガヒヒメ（“討の下に虫”貝比売）とウムギヒメ（蛤貝比売）を遣わして、オオナムヂの治療をして蘇らせた。
　キサガヒヒメは貝殻を削ってその粉を集めて、ウムギヒメはこれをハマグリの汁で溶いた母の乳汁を塗ったところ、オオナムヂはうるわしい男子になって歩き出した。
「おぉ、ありがとうございます！」
…………………
「なぜ、あいつは生きているんだ！」
「確かに焼けた大石にぶつかって死んだのをこの目で見たんだぞ！」
「でも、あいつは元気に歩き回っているじゃないか」
「こうなったら、もう一度だましてやつを殺してしまおう。」
…………………
　確かに殺したはずのオオナムヂが蘇って元気に歩いている姿を見て、驚いた兄弟神は、今度は山に呼び寄せて殺そうとした。
「おい、オオナムヂ、あそこに見える大きな木の中に入れ！」
「え、なぜですか？」
「いいから、入れといったら入るんだ！」
　命じられるままに木の中に入るオオナムヂ。
　彼が木に入ったのを確認した兄弟神は…
「それっ！」
「ギャッ！！」
「……今度こそ死んだな？」
「……あぁ、確かにくたばったようだ」
「ざまあみろ！」
……………………
「何だか胸騒ぎがする…。オオナムヂは大丈夫だろうか？」
　朝早く兄弟神に山へ連れて行かれるオオナムヂの姿を見ていた母親は兄弟神の後を追いかけてみると…
「あぁ、また…」
　そこには木に挟まれて殺されている無残なオオナムヂの死体が…
　オオナムヂの死体を木から取り出して、同じように蘇らせてもらった母親は、オオナムヂの身を案じて我が子に告げた。
「かわいいオオナムヂよ。お前はここにいたらまた兄弟神に殺され、ついには滅ぼされてしまうでしょう。今から木の国（和歌山県）のオオヤビコノカミ（大屋昆古神）のところにお逃げなさい」
「はい、分かりました」
……………………
　兄弟神に気づかれないように木の国に向かおうとするオオナムヂ。しかし、たくさんいる兄弟神の一人に木の国に向かっているのを見つけられてしまう。
「おい、殺したはずのオオナムヂがまた蘇っているぞ」
「本当か？」
「しかも、我々から逃げようと木の国に向かっているようだ」
「なんだと、逃がしてなるものか！」
「おぉ、追いかけて今度こそ息の根を止めてくれる」

　オオナムヂを追って木の国にやってきた兄弟神は、弓に矢をつがえてオオヤビコのもとにやって来た。
「オオヤビコよ、オオナムヂがここに逃げ込んでいるのは分かっているんだ。オオナムヂを我々に渡して欲しい」
「それはなりません。どうぞ、お引取りください」
「ならば力づくでも奪い取るまで！」
　兄弟神がまさに攻めかかろうとする中、これ以上オオナムヂをかくまえないと思ったオオヤビコは、オオナムヂを木の股から逃がしながら言葉をかけた。
「ここからスサノオのいる根の堅州（かたす）國へお行きなさい。きっとスサノオがよき知恵を授けてくれるでしょう。さぁ、早く、早く」
　オオヤビコにすすめられるままにオオナムヂはスサノオのいる根の国を目指した。
第15話　根の国訪問
　
「ふぅ、ようやく根の国についたようだな」
　オオヤビコにすすめられるままに、スサノオのいる根の国に来たオオナムヂ。
「あれ、あそこにいる女性は…」
　　　　　　　
　オオナムヂの瞳の先にいた女性は、スサノオの娘、スセリビメ（須勢理昆売）。二人は目を交わした瞬間、恋に落ち、言葉を交わさずに互いの心の中で結婚を誓い合った。瞳で語り合ったスセリビメは、一旦そのまま家に帰り、父、スサノオに
「素敵な神が来たわ」
　と話した。
「お前がいうなら、よほどいい男なのだろうな。どれどれ、どいつだ？」
「あの方です」
　
「ん？　あいつはアシハラシコヲ（葦原色許男）じゃないか。まぁ、いい、よく来た。この部屋で休んでいけ」
　といって、スサノオが泊めた部屋にはヘビが一杯！
「ひ、ひぇ～」
　部屋一杯にうごめくヘビの群れに驚きおののくオオムナヂ。　

　部屋を出ようにも扉には外からカギをかけられ逃げられない…
　トントントン……
「あたしです。スセリビメです」
「あぁ、あなたか。助かった。早く私をここから出してください」
「…それはできません。父がきっと気づきます」
「それでは私はどうすれば…」
「これを使ってください。もしヘビが襲ってきそうになったら、この布を三回ふれば、ヘビを追い払うことができます」
　そういって布を窓から投げ込んだスセリビメ。その布を拾って、迫りくるヘビ達に布をかざし、三回ふると…
　スルスルスル～
　とオオムナヂに向かってきていたヘビがピタリと止まり、オオナムヂに襲い掛からなくなった。
「ふぅ～、助かった～」
　スセリビメからもらった布の効力でヘビから襲われなくなったオオナムヂは、その晩はぐっすり眠った。
　ｚｚｚ……
　翌朝、スサノオは部屋に確認に行った。
「おぉ、もう朝か、今ごろあいつはくたばっているだろう」
　すると、オオナムヂが元気一杯に現れた。

「おはようございます！」
（なぜ、こいつは生きているんだ！）
　
　ヘビの毒で死んだと思っていたオオナムヂが生きていることに驚いたスサノオは、今度はムカデとハチがいる部屋にオオナムヂを連れて行く。
「今晩は、この部屋で休むといい」
　そういって扉を閉じるスサノオ。しかし、スサノオが立ち去った後に、今度もスセリビメがやってきて…
「あなた、今度はこの布を３回お振りください」
「ありがとう」
　今度も無事眠ることができたオオナムヂ。
　
「おはようございます！」
「？？？」
　またしても元気な姿を見せるオオナムヂ。部屋に閉じ込めるのでは殺害できないと思ったスサノオは、オオナムヂを今度は外に連れ出した。
「今からワシが撃つナリカブラ（鳴鏑）を拾って来い！」
　ピュゥーーーーーーーーーーーーーーーーーー
　ガサゴソ、ガサゴソ
「う～ん、どこにいったのかなぁ」
　スサノオの撃ったナリカブラを探すオオナムヂ。
　
　ガサゴソ、ゴソガサ
　オオナムヂが一生懸命探している間……
「お、お父さん、何をするの！」
　
　パチパチパチ………
　オオナムヂがまだ平野でナリカブラを探しているというのに、その平野一面に火をはなつスサノオ。
「お父さん、止めて！」
「うるさい！」

　プスプスプス……
「ん？」
　パチパチパチ……
「う、うわぁぁ…」
　気づいたときには辺り一面火の海に！
「ど、どうしたらいいのだ」
　あわてるオオナムヂ。
　
「もしもし」
「ん？　どこからか声が聞こえる…」
「もしもし、オオナムヂ様」
「あっちから声が聞こえてくるぞ」
　声のする方に行くと、ネズミがいた。
「ここの内側はうつろで広く、外側はすぼんでいるよ」
　ということは？
　ガシガシッ！
　ネズミが教えてくれた場所を力強く踏んでみると…
　ボコッ！
　
　大きな穴が開き、その穴の中は広く、身を隠すにはちょうどいい大きさ！
　それっ！
　穴の中に入った瞬間に頭上に火が襲いかかる。
　ゴォォォォォォォォォォォォォォ
　勢いよく燃え広がる火の海。しかし、その火の勢いも次第に弱くなり、いつしか完全に火が消えていた。
「ふぅ～、助かった！」
「はい、これっ！」
　そういってネズミから手渡されたのは、まさしくスサノオの放ったナリカブラ。
　
「矢の羽はぼくの子供が全部かじっちゃったんだ、ごめんね」　
第16話　根の国脱出
　
「あぁ、あなた…」
　オオナムヂが死んでしまったと思ったスセリビナは、葬式の道具を持って平野で泣いていた。
「今度ばかりはさすがにあいつも死んだろう」
　オオナムヂが死んだと思い、スサノオも平野に現れた。
「お父さん、どうしてこんなことを…」
「……」
「矢が見つかりました！」
「？？？」
「あなた！」
　死んだと思ったオオナムヂが、焼けただれた平野の中から現れた。手にはしっかりとスサノオが放ったナリカブラが。
「な、なぜ、あの火の海の中で生きていられるのだ！　うぅむ、こっちへ来い！」
　そういってオオナムヂを広くて大きな部屋に連れて行った。
「わしの頭のシラミを取るのだ！」
「分かりまし…たぁ！？」
　スサノオの頭を見ると…
　ワシワシワシ…
　髪の毛に多くのムカデが絡み付いていた。
　
「！！」
　あまりの出来事に声を失うオオナムヂ。
「早くせんか！」
「は、はい（ど、どうすればいいか？）」
（あ、あなた、これを使ってください）
　小声でささやくスセリビメが手渡してくれたのは、ムクの木の実とハニ（赤土）。
（ムクの実を噛み砕いて、ハニを口に含んで吐き出してください）
　スセリビメに言われた通りにするオオナムヂ。
　ガリガリガリ…
　ブッ！
　バリバリバリ…
　ペッ！
（なんと、わしの頭にいるムカデを噛み砕いて吐き出しているのか。かわいい奴だな）
　オオナムヂのしていることを誤解したスサノオは、そのまま眠ってしまった。
　ｚｚｚｚｚｚ…………
「これでよし」
　眠ったスサノオの髪の毛をとって、その部屋の垂木に結びつけた。
「うぅ～ん、しょ」
　５００人もの人で引くほどの大岩でその部屋の戸口をふさいだオオナムヂ。
「さぁ、一緒に逃げよう、スセリビメ！」
「はい、あなた」
　

　そういってスセリビメを背負って逃げようとするオオナムヂ。
「あ、あなた、これも一緒に持っていきましょう」
　そういって夫、オオナムヂに手渡したのは、スサノオの宝物である生太刀（いくたち）、生弓矢（いくゆみや）と天の詔琴（あまののりごと）。
　これらの宝物を持って逃げ出すオオナムヂ。
「あっ！」
　バイーーーーーン
　妻を背負いながら走るオオナムヂの脇にかかえられた天の詔琴は木に触れて大地を揺るがすほどの大音響をとどろかせた。
　
「お父さんが起きてしまうわ。急ぎましょう！」
………………………
「ん？　んぁ？　なんだ、何が起きたんだ！？」
　天の詔琴の大地を揺るがす大音響にはっと目を覚ましたスサノオ。
　
「く、くそっ、誰だ、わしの髪を垂木になんか結びつけたのは！　あ、あいつか！　おのれっ！」

　結ばれた髪をほどいている間にできるだけ遠くに逃げたいオオナムヂ。そのオオナムヂを追うスサノオ。
　スサノオがヨモツヒラサカ（黄泉比良坂）にたどり着いたときには、オオナムヂはすでにはるかかなたに逃げおおせていた。
　もう追いつけないと悟ったスサノオはオオナムヂに大声で呼びかけた。
「おぉ～い、オオナムヂ。お前が持っていった生太刀、生弓矢でお前の腹違いの兄弟を坂のすそに追い伏せ、また川の瀬に追い払え！　そして、お前がオオクニヌシ（大国主神）になって、わしの娘のスセリビメを正妻として、宇迦（うか）の山のふもとに宮殿を造ってすむのだ、こいつめ！」
　そして、スサノオの言われるままに、スサノオの太刀と弓
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矢で兄弟神を坂のすそに追い伏せ、川の瀬に追い払い、兄弟神をやっつけ、オオナムヂはオオクニヌシになり、国作りをはじめることになった。
　さて、もともとの話の始まりだった、ヤガミヒメとも結婚したオオクニヌシは、彼女を出雲の国に連れてきたが、先に結婚していた本妻のスセリビメを恐れたヤガミヒメは生まれて間もない子供を木の股に差し挟んで因幡に帰ってしまった。
　そこで、この子の名をキノマタノカミ（木俣神）と呼び、またの名をミヰノカミ（御井神）ともいった。

古事記物語　柳澤　博

